
 

競輪補助事業完了のお知らせ 

 

この度、2024 年度の公益財団法人ＪＫＡ補助事業を受けて、以下の事業を完了

しました。 

本事業では特殊浴槽一式を導入させていただき、老朽化がすすんでいた特殊浴

槽を入替ることにより、ご利用者へ安全性と満足度の向上、職員の負担軽減につな

がるものとなっております。 

事業完了のご報告を申し上げますと共に、公益財団法人ＪＫＡ様をはじめご協力

を賜りました関係者の皆様に感謝申し上げます。 

 

事 業 名 ２０２４年度 福祉機器の整備 補助事業 

事業の内容 特殊浴槽一式の整備 

補助金額 ４，１２５，０００円 

実施場所 香川県高松市一宮町８７５番地 

完了年月日 ２０２４年 8 月２３日 

 

 

社会福祉法人喜勝会 理事長 小出 克元 



ご利用者様・ご家族様へ 

令和 6 年 8 月吉日 

一宮の里デイサービスセンター 

部長：石丸仁 

特殊浴槽(機械浴槽・特浴)の設備変更に関して 

 

残暑の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素より施設運営に関してご理

解・ご協力を頂き、厚く御礼申し上げます。 

この度、一宮の里デイサービスの入浴設備におきまして、特殊浴槽(機械浴槽・特浴)の設

備変更を行いましたのでご報告致します。今回の設備変更により、①重度障害を有する高齢

利用者様がより安全快適に入浴することが可能、②搬送車(特殊浴槽専用の入浴用車椅子)の

機能向上(収納式レッグレスト、座面のチルト機能、背もたれのリクライニング機能)により

移乗し易さ、座位安定性の向上が可能、③利用者様の移乗し易さと共に、職員の介助負担の

軽減(特に腰痛予防)が可能、④掃除や衛生面の管理がしやすい、⑤浴槽が広くゆったりと入

浴する事が可能、等のメリットが得られています。 

居宅支援事業所の担当ケアマネジャー様にも同様の報告をしております。ご不明な点や

ご質問等がありましたら、下記へご連絡下さい。 

 

※今回の特殊浴槽の設備変更は、公益財団法人 JKA 補助事業の協力の下、実施する事が

可能となりました。JKA 補助事業は、他の補助事業・助成事業と違い、申請時に具体的

な目的・目標・計画が求められます(提出する書類が多く、法人の福祉事業としての考

え方等が問われる)。それにより、本気で真面目に福祉事業に取り組んでいる法人が補

助対象となっており、非常に有益かつ透明性のある補助事業であると言えます。下記に

公益財団法人 JKAの詳細のわかるQRコードを記載していますので、ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

           

  
特殊浴槽【アダージョ】 搬送車(専用の入浴用車椅子) 

 

 

問い合わせ先 

一宮の里デイサービスセンター 

TEL：087-802-8237(石丸宛) 



運営推進会議主席者様へ 

令和 6 年 9 月 18 日 

一宮の里デイサービスセンター 

部長：石丸仁 

特殊浴槽(機械浴槽・特浴)の設備変更に関して 

 

この度、一宮の里デイサービスの入浴設備におきまして、特殊浴槽(機械浴槽・特浴)の設

備変更を行いましたのでご報告致します。今回の設備変更により、①重度障害を有する高齢

利用者様がより安全快適に入浴することが可能、②搬送車(特殊浴槽専用の入浴用車椅子)の

機能向上(収納式レッグレスト、座面のチルト機能、背もたれのリクライニング機能)により

移乗し易さ、座位安定性の向上が可能、③利用者様の移乗し易さと共に、職員の介助負担の

軽減(特に腰痛予防)が可能、④掃除や衛生面の管理がしやすい、⑤浴槽が広くゆったりと入

浴する事が可能、等のメリットが得られています。 

また、今回の設備変更に伴い、⑥非常災害時の福祉避難所・他地域介護施設の入居者様の

避難施設としての役割の向上、⑦法人におけるより高い社会福祉事業・地域貢献事業の運営

が可能になると考えています。 

 

※今回の特殊浴槽の設備変更は、公益財団法人 JKA 補助事業の協力の下、実施する事が

可能となりました。JKA 補助事業は、他の補助事業・助成事業と違い、申請時に具体的

な目的・目標・計画が求められます(提出する書類が多く、法人の福祉事業としての考

え方等が問われる)。それにより、本気で真面目に福祉事業に取り組んでいる法人が補

助対象となっており、非常に有益かつ透明性のある補助事業であると言えます。下記に

公益財団法人 JKAの詳細のわかるQRコードを記載していますので、ご参照ください。 

 

 

 

 

  

特殊浴槽【アダージョ】 搬送車(専用の入浴用車椅子) 

 

 



特殊浴槽の設備変更に伴うアンケート結果報告 

令和 6年 9月 30 日 

一宮の里デイサービスセンター 

部長：石丸仁 

 

【利用者様への口頭での聞き取り調査】 

・特殊浴槽を利用される利用者様 10 名中、口頭での聞き取り調査が可能であった 5名

の利用者様の意見の要約 

① 以前のお風呂と比べると、椅子(搬送車)の座り心地が非常に良くなっている。 

② 湯の交換時間が短くなっており、準備の待ち時間が短くなって良い。 

③ 以前は職員 2名で車椅子から椅子(搬送車)への移乗介助をやってもらい、申し訳な

かったが、現在は、移乗し易くなり職員 1名介助で出来るようになったので、職

員に迷惑がかからなくなって嬉しい。 

④ 浴槽スペースが広くなり、また、バブルも出るので気持ちよく入浴できる。 

※特殊浴槽の設備変更に伴うデメリットの意見は全く聞かれなかった。 

 

【実際に介助する介護職員等への口頭での聞き取り調査】 

・職員 10 名の意見の要約 

① レッグレストが収納式になっており、移乗介助の際に邪魔にならず、移乗介助が役

になった。また、以前は 2名介助で対応していたが、現在は 1名介助で対応可能

となった方が 2名いる。 

② 以前と比べて、移乗介助がやり易く、腰痛予防に効果的である事を感じている。 

③ 以前と比べると、掃除のし易さ、衛生面の管理がし易くなっている。 

④ 座面のティルト機能により、利用者様の座位での前方への滑り落ちの危険性が低く

なっている。 

⑤ 湯の交換に必要な時間が短縮されており、効率的に業務が出来るようになった。 

⑥ 今回の勉強会等を通して JKAという団体の補助事業を始めて知った。以前は、競

輪やオートレースにあまり良い印象を持っていなかったが、こういった助成活動を

積極的に実施している事や、選定過程の具体的な目的目標の提出やその透明性等を

聞くと非常に良い印象に変わった。 

※特殊浴槽の設備変更に伴うデメリットの意見は全く聞かれなかった。 

 



JKA 補助事業に関する委員会 会議内容要約 

 

作成日：令和 6 年 10 月 9 日 

作成者：通所事業所部長 石丸仁 

【委員会メンバー】 

総指揮：理事長 小出克元 

総指揮代行代理：施設長 小出亜富 

設備業者対応：副施設長 赤澤雅也 

経理・事務・書類作成：事務長 十川直幸 

実施責任者：部長 石丸仁 

 

【第 1 回機種選定委員会：令和 6 年 5 月 27 日】 

① 令和 6 年 4 月に JKA 補助事業の交付決定通知が送付される。 

② 以前より、特殊浴槽の整備を検討し、部長石丸と管理者濱元で他施設の特殊浴槽の見学・

体験を実施しており、特殊浴槽の選定・業者見積を進めている。 

③ 石丸より委員会メンバーへ特殊浴槽の選定理由を説明し、了承を得る(4 月下旬に了承

を得ており、2 度目の確認)。 

④ 当初は 5 月中の入札予定をしていたが、特殊浴槽設置に伴う建物基礎改修(床・壁・給

水・電源等)が必要となった為、その調査・見積・業者選定等にて 1 か月ほど予定が遅

れる事の了承を得る。 

① 入札告知日を 6 月 3 日、入札実施日を 6 月 25 日とする。 

 

【第２回機種選定委員会：令和 6 年 6 月 28 日】 

① 入札に伴う購入業者決定を報告。本日契約締結・発注となる。 

② 特殊浴槽設置に伴う建物基礎改修、特殊浴槽本体の生産上の問題で 8 月末頃の納品・検

収となる事の了承を得る。 

 

【第 1 回事業評価委員会：令和 6 年 8 月 27 日】 

① 8 月 23 日納品・検収。その後の利用状況等の報告。 

② 利用者様・ご家族様・担当居宅支援事業所への特殊浴槽整備の案内を報告。 

 

【第 2 回事業評価委員会：令和 6 年 9 月 27 日】 

① 8 月 23 日納品・検収。その後の利用状況等の報告。 

② 利用者様・職員に対するアンケート(聞き取り調査)の結果を報告。 

③ 10 月 10 日 13:00 より、他施設居宅支援事業所職員様・事務職員様向けの勉強会を実施

予定。 

 



 

令和 6 年 10 月 15 日 

一宮の里デイサービスセンター 

部長：石丸仁 

特殊浴槽特徴・移乗介助方法・JKA 補助事業の勉強会開催 

 

【演題】 

一宮の里デイサービスにおける特殊浴槽の特徴、移乗介助方法の指導、JKA 補助事業の概要

に関して 

 

【日時】 

10 月 10 日 13:00～ 

場所：特別養護老人ホーム一宮の里 

 

【司会・講師】 

司会・講師：一宮の里デイサービス 部長 石丸仁 

特殊浴槽業者：(株)ワタキューセイモア 近藤浩司 

 

【参加者】 

他法人居宅支援事業所ケアマネジャー様：6 施設 7 名 

他法人事務職員様：2 施設 2 名 

 

【内容】 

① JKA 補助事業の内容、他の補助事業・助成事業との違いに関して 

② 特殊浴槽『アダージョ』の特徴、他の特殊浴槽との違いに関して 

③ 車椅子⇔搬送車(特殊浴槽専用の入浴用車椅子)の移乗介助方法の指導 

④ 介護職員等の腰痛予防の考え方・業務中のストレッチの実施方法 

 

 

  

JKA 補助事業の概要説明 特殊浴槽の説明・移乗介助方法の指導 


